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産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出
―プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて

項目2.水相中窒素化合物の資源アンモニア化
項目2-1.窒素化合物のNH4+変換に関する研究開発
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想定のプラントイメージ

２-１で変換したアンモニア態窒素を多⽤途に活⽤できる⾼濃度に濃縮するための、各種
分離膜によるアンモニア濃縮技術の開発、および⾼性能吸着材による吸着分離濃縮技術
の開発を⾏う。

廃⽔等の⽔相に含まれる種々窒素含有化合物を、微好気性NH4+変換プロセスおよび
嫌気MBRでアンモニア態窒素に変換する技術の開発を⾏う。

項⽬２－１︓⽬的及び内容
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項⽬２－２︓⽬的及び内容



項⽬２１の⽅針
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微好気性NH4+変換プロセスと⾼窒素濃度対応型嫌気MBRの⽐較

窒素化合物
のNH4+変換

NH4+の
分離濃縮

アンモニア資源

研究開発項⽬２－１

⼯場廃⽔

研究開発項⽬２－２
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研究開発内容および担当機関（１）

•微⽣物群集制御に基づく運転管理⼿法の検討（産総研）
•窒素化合物動態制御に基づく運転管理⼿法の検討（東京農⼯⼤学）
＜再委託＞エネルギー・物質収⽀評価とN2O排出抑制⼿法の検討（京都⼤学）

•ベンチスケール装置の構築・運転・維持⼿法の検討（協和発酵バイオ [株] ）

産総研・堀 農⼯⼤・寺⽥ 京都⼤・藤原 協和発酵・⼤橋
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研究開発内容および担当機関（２）

•⾼濃度アンモニア耐性消化微⽣物群集の効率的利⽤技術の開発（⼤阪⼤学）
＜再委託＞⾼濃度アンモニア耐性消化微⽣物群集の構築（広島⼤学）

•⾼濃度アンモニアに対応可能な⾼速運転⼿法の確⽴（神⼾⼤学）

⼤阪⼤・池 広島⼤・⽥島 神⼾⼤・井原
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産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出
―プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて

項目2-1. 窒素化合物のNH4
+変換に関する研究開発

微好気性NH4
+変換プロセスの開発
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プロジェクト内の位置づけ
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項⽬2の2029年度⽬標︓⽔相変換・濃縮により廃⽔中の窒素化合物をアンモニア等とし
て回収するパイロット設備を、5〜15 m3/d 規模で実証

産総研の役割︓微⽣物群集制御に基づく運転管理⼿法の検討
産総研の2029年度⽬標︓NH4+変換微⽣物の追跡によるパイロット設備での実証⽀援

燃料

⼯業⽣産
アンモニア代替

微好気性NH4+変換プロセス
産総研︓微⽣物群集制御

農⼯⼤・京⼤︓窒素化合物動態制御
協和発酵︓ ベンチ装置の構築・試験



9

開発内容・開発項⽬
廃⽔中の有機態窒素のNH4+変換を促進しつつ、硝化（NH4+や亜硝酸の酸化）を抑制し、
さらに余剰汚泥を窒素源として利⽤することで、⽔相中窒素化合物の資源アンモニア化に貢献

【開発内容】
• 微⽣物群集制御に基づく運転管理⼿法の検討（産総研）

�	�
��
��� ��

����

�����
���
��������

���

����

NH4+
	���2-2�



10

成果 ⼈⼯廃⽔を⽤いた検討
• 簡易型ラボリアクターによる⼈⼯廃⽔処理において硝化細菌の劇的な減少と
NH4+変換率80%を達成（NEDOエネ・環先導PJの成果を基に発展）

より⾼負荷で成分が変動する実廃⽔を⽤いた検討へ移⾏

⼈⼯廃⽔を使⽤
（標的の発酵産業廃⽔を模擬）

Ø アンモニア態窒素 約600 mg-N/L
Ø 全窒素（TN） 約800 mg/L
Ø 全有機炭素（TOC）約300 mg/L
Ø pH 約7.5
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NH4+除去に関わる硝化細菌
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次世代シーケンサーによる微⽣物の追跡運転パラメーターの追跡
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まとめ
【プロジェクト内役割】
微好気性NH4+変換プロセスの開発
【2029年度⽬標】
NH4+変換微⽣物の追跡によるパイロット設備での実証⽀援
【開発項⽬】
微⽣物群集制御に基づく運転管理⼿法の検討
【成果】
簡易型ラボリアクターによる⼈⼯廃⽔処理において硝化細菌の劇的な減少とNH4+
変換率80%を達成
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